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〔
尼
崎
の
で
き
ご
と
〕

〔
日
本
の
で
き
ご
と
〕

〔
尼
崎
の
で
き
ご
と
〕

〔
日
本
の
で
き
ご
と
〕

三
世
紀　
『
三
国
志
』「
魏
志
倭
人
伝
」
が
邪
馬
台
国
を
記
述

五
世
紀　

こ
の
前
後
、
河
内
平
野
の
古
市
古
墳
群
・
百も

舌ず鳥
古

墳
群
に
属
す
る
巨
大
古
墳
築
造

六
四
六
年
（
大
化
二
）
大
化
の
改
新
、
改
新
の
詔

み
こ
と
の
り

発
布

六
七
二
年
（
天
武
天
皇
元
）
壬
申
の
乱

七
一
〇
年
（
和
銅
三
）
平
城
京
遷
都

七
九
四
年
（
延
暦
一
三
）
平
安
京
遷
都

九
三
五
年
（
承
平
五
）
承

じ
ょ
う
へ
い
て
ん
ぎ
ょ
う

平
天
慶
の
乱
（
平
将ま
さ
か
ど門
・
藤
原
純す
み
と
も友
の

反
乱
）
が
始
ま
る

一
一
五
六
年
（
保
元
元
）
保
元
の
乱

一
一
六
〇
年
（
平
治
元
）
平
治
の
乱

一
一
八
五
年
（
元
暦
二
・
寿
永
四
）
壇
ノ
浦
合
戦
、
平
氏
滅
亡

縄
文
時
代

弥
生
時
代

古
墳
時
代

七
世
紀

七
五
六
年
（
天
平
勝
宝
八
）

七
八
五
年
（
延
暦
四
）

一
〇
八
四
年
（
応
徳
元
）

八
月
一
〇
日

一
一
八
五
年
（
文
治
元
）

一
一
月

尼
崎
市
域
の
多
く
は
い
ま
だ
海
で
あ
っ
た
。

現
在
ま
で
市
域
に
縄
文
時
代
の
明
確
な
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

海
退
と
沖
積
層
の
堆
積
に
よ
り
、
現
尼
崎
市
域
の
陸
地
化
が
進
ん
だ
。

上か
み
の
し
ま

ノ
島
・
田た

の能
・
武む
こ
の
し
ょ
う

庫
庄
な
ど
、
現
市
域
北
半
部
各
所
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。

池
田
山
古
墳
な
ど
猪
名
野
古
墳
群
に
属
す
る
古
墳
及
び
、
水み

ず
ど
う堂
古
墳
が
築
か
れ
た
。

こ
の
頃
、
猪
名
寺
の
地
に
法
隆
寺
式
伽が

ら
ん藍
配
置
の
寺
院
（
猪
名
寺
廃
寺
）
が
造
営
さ
れ
た
。

こ
の
年
、
猪
名
の
地
が
東
大
寺
に
勅ち

ょ
く
せ
に
ゅ
う

施
入
さ
れ
、
猪い
な
の
し
ょ
う

名
荘
が
成
立
し
た
。

「
続
日
本
紀
」
正
月
一
四
日
条
に
、
摂
津
国
三
国
川
（
神
崎
川
）
開
削
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
淀
川
と
神
崎
川
が
結
ば
れ
、
神
崎
川
河
口
付
近
の
港
が
長
岡
京
・
平
安
京
と
瀬
戸
内
・
西
国
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
な
っ
た
。

鴨
社
領
長な

が
す
の
み
く
り
や

洲
御
厨
が
成
立
し
た
。
こ
の
土
地
を
め
ぐ
る
鴨
社
と
東
大
寺
の
争
い
が
、
一
四
世
紀
前

半
頃
ま
で
続
い
た
。

源
氏
の
棟
梁
で
あ
る
兄
・
源
頼
朝
と
不
和
と
な
っ
た
義
経
が
、
西
国
で
の
再
起
を
期
し
て
大だ

い
も
つ物
か

ら
船
出
す
る
も
嵐
の
た
め
難
船
し
、
和
泉
浦
へ
と
逃
亡
し
た
。

原
始
・
古
代

約
一
二
万
年
前
の
最
終
間
氷
期
以
降
、
最
終
氷
期
に
向
け
た
寒
冷
化
と
、
そ
の
間
の
小
規
模
な
寒
暖
の
変
化
を
通
じ
て
、
現
尼

崎
市
域
の
地
下
に
多
段
の
段
丘
面
が
形
成
さ
れ
た
。

約
五
～
六
千
年
前
の
縄
文
海か

い
し
ん進
以
降
、
海か
い
た
い退
と
と
も
に
大
阪
湾
の
沿
岸
潮
流
や
猪
名
川
・
武
庫
川
両
水
系
が
運
ぶ
土
砂
が
伊
丹

台
地
の
南
に
堆
積
し
、
沖
積
層
か
ら
な
る
尼
崎
平
野
が
形
成
さ
れ
た
。

猪名寺廃寺礎石

一
一
八
五
年
（
文
治
元
）
鎌
倉
幕
府
成
立

一
二
二
一
年
（
承
久
三
）
承
久
の
乱

一
二
七
四
年
（
文
永
一
一
）
元
寇
、
文
永
の
役

一
二
八
一
年
（
弘
安
四
）
元
寇
、
弘
安
の
役

一
三
三
八
年
（
延
元
三
・
建
武
五
）
室
町
幕
府
成
立

一
四
二
八
年
（
正
長
元
）
正
長
の
土
一
揆

一
四
六
七
年
（
応
仁
元
）
応
仁
の
乱
始
ま
る

一
五
四
三
年
（
天
文
一
二
）
種
子
島
に
漂
着
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
に
よ
り
鉄
砲
が
伝
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

一
五
六
八
年
（
永
禄
一
一
）
織
田
信
長
入
京

一
五
八
二
年
（
天
正
一
〇
）
本
能
寺
の
変

一
二
一
四
年
（
建
保
二
）

一
二
八
七
年
（
弘
安
一
〇
）

一
月

一
三
三
六
～
一
三
九
二
年

（
南
北
朝
時
代
）

一
三
三
八
年
（
延
元
三
・ 

暦
応
元
）

一
三
五
一
年
（
正
平
六
・

観
応
二
）
二
月
二
六
日

一
四
二
〇
年
（
応
永
二
七
）

六
月
二
七
日

一
四
六
七
年
（
応
仁
元
）

八
月
七
日

一
四
八
七
年
（
長
享
元
）

一
五
三
一
年
（
享
禄
四
）

六
月
四
日

一
五
六
八
年
（
永
禄
一
一
）

一
五
六
九
年
（
永
禄
一
二
）

三
月
六
日

一
五
七
八
年
（
天
正
六
）

一
〇
月

一
五
八
二
年
（
天
正
一
〇
）

六
月

こ
の
頃
、
東
大
寺
領
猪い

な
の
し
ょ
う

名
荘
の
荘
田
は
四
五
町
余
り
。
同
寺
領
長な
が
す洲
な
ど
の
浜
（
長
洲
荘
）
に
は

在
家
六
八
七
家
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

時
宗
開
祖
と
し
て
諸
国
を
遊ゆ

ぎ
ょ
う行
し
な
が
ら
布
教
し
た
一い
っ
ぺ
ん遍
上
人
が
、
尼
崎
を
訪
れ
勧か
ん
じ
ん進
を
行
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

交
通
の
要
衝
で
あ
る
尼
崎
地
域
は
、
し
ば
し
ば
戦
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
。
こ
の
前
後
、
尼
崎
合
戦
・

坂さ
か
べ部
合
戦
・
神
崎
合
戦
・
浄
光
寺
合
戦
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
の
年
、石
清
水
八
幡
宮
再
建
に
尼
崎
番ば

ん
し
ょ
う
匠（
棟
梁
大
工
）が
加
わ
っ
た
。尼
崎
番
匠
と
神
崎
番
匠
は
、

各
地
の
社
寺
造
営
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

足
利
尊
氏
の
有
力
家
臣
で
あ
る
高こ

う
の
も
ろ
な
お

師
直
・
師も
ろ
や
す泰
兄
弟
が
、
武
庫
川
の
東
で
足
利
直た
だ
よ
し義
方
の
上
杉

能よ
し
の
り憲
ら
に
襲
わ
れ
殺
害
さ
れ
た
。

朝
鮮
使
節
の
宋そ

う
き
け
い

希
璟
が
尼
崎
に
宿
泊
し
た
。
自
身
の
見
聞
録
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
に
、
付
近
の

農
村
で
稲
・
麦
・
蕎
麦
の
三
毛
作
を
行
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

尼
崎
の
若
衆
が
大
内
政
弘
勢
に
敵
対
し
た
た
め
町
が
焼
か
れ
、
女
子
供
ま
で
が
殺
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。

大
徳
寺
如
意
庵
領
か
ら
富と

ま
つ松
城
縄
竹
代
出
銭
の
記
録
が
あ
り
、こ
れ
以
前
に
築
城
と
考
え
ら
れ
る
。

大だ
い
も
つ物
崩
れ
。
細
川
晴
元
勢
と
の
合
戦
に
敗
れ
た
細
川
高
国
が
尼
崎
へ
逃
れ
た
が
、
五
日
に
捕
え
ら

れ
、
八
日
に
大
物
広
徳
寺
で
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
年
の
夏
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
尼
崎
を
訪
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
布

教
し
た
。

尼
崎
衆
が
信
長
の
軍
勢
に
抵
抗
し
た
た
め
、
長ぢ

ょ
う
お
ん
じ

遠
寺
・
如
来
院
を
除
い
て
町
が
焼
き
払
わ
れ
た
。

荒
木
村
重
、
信
長
に
そ
む
く
。
翌
天
正
七
年
の
暮
れ
に
伊
丹
・
有
岡
城
が
落
城
し
、
一
二
月
一
三

日
、
村
重
一
統
の
妻
子
ら
六
百
数
十
人
が
七な

な
つ
ま
つ松で
処
刑
さ
れ
た
。

中
国
大
返
し
。
備
中
高
松
城
を
囲
ん
で
い
た
羽
柴
秀
吉
は
毛
利
方
と
和
議
を
結
ん
で
山
陽
道
を
急

走
し
、
六
月
一
一
日
に
尼
崎
に
到
着
し
て
明
智
光
秀
討
伐
の
軍
議
を
行
な
っ
た
。

中

世

富松城跡　昭和41年撮影
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〔
尼
崎
の
で
き
ご
と
〕

〔
日
本
の
で
き
ご
と
〕

一
五
九
二
年
（
文
禄
元
）
朝
鮮
出
兵
、
文
禄
・
慶
長
の
役
開
始

一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）
関
ヶ
原
の
戦
い

一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）
徳
川
幕
府
成
立

一
六
一
五
年
（
慶
長
二
〇
）
大
坂
夏
の
陣
、
大
坂
城
が
落
城
し

豊
臣
氏
滅
亡

一
六
三
七
年
（
寛
永
一
四
）
島
原
の
乱
始
ま
る

一
六
四
三
年
（
寛
永
二
〇
）
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令

一
六
五
七
年
（
明
暦
三
）
明
暦
の
大
火

一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）
生
類
憐
れ
み
の
令

一
五
八
四
年
（
天
正
一
二
）

一
五
八
八
年
（
天
正
一
六
）

閏
五
月
一
四
日

一
五
九
二
年
（
天
正
二
〇
）

五
月

一
六
一
七
年
（
元
和
三
）

七
月
二
五
日

一
六
三
五
年
（
寛
永
一
二
）

七
月
二
八
日

一
六
四
〇
年
（
寛
永
一
七
）

一
六
四
三
年
（
寛
永
二
〇
）

六
月
六
日

一
六
五
三
年
（
承
応
二
）

五
月
一
五
日

一
六
六
四
年
（
寛
文
四
）

一
六
八
八
～
一
七
〇
四
年

（
元
禄
年
間
）

こ
の
頃
、
建た
け
べ部
高
光
が
尼
崎
郡
代
と
し
て
尼
崎
城
に
在
勤
し
た
。

豊
臣
秀
吉
配
下
の
武
将
・
佐さ

っ
さ々

成
政
が
、
任
地
・
肥
後
国
に
起
こ
っ
た
国
人
一
揆
の
責
め
を
負
い
、

尼
崎
の
法
華
寺
で
切
腹
し
た
。

干
ば
つ
の
た
め
三さ

ん
ぺ
い
ゆ
ぐ
み

平
井
組
と
大お
お
ゆ
ぐ
み

井
組
の
水
争
い
が
起
こ
り
、
両
井
組
農
民
が
猪
名
川
で
槍や
り

・
長な
ぎ
な
た刀

を
持
ち
出
し
大
乱
闘
の
末
死
者
を
出
し
、
双
方
の
庄
屋
が
斬
罪
と
な
っ
た
。
猪
名
川
・
武
庫
川
両

水
系
の
村
々
で
は
、
こ
の
後
も
し
ば
し
ば
水
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

戸
田
氏う

じ
か
ね鉄
が
五
万
石
の
大
名
と
し
て
近お
う
み
の
く
に

江
国
膳ぜ

ぜ所
か
ら
尼
崎
へ
の
所
替
え
を
命
じ
ら
れ
た
。
氏
鉄

は
幕
府
か
ら
戦
国
期
尼
崎
城
に
替
わ
る
新
た
な
尼
崎
城
の
築
城
を
命
じ
ら
れ
、
元
和
四
年
に
築
城

と
城
下
町
建
設
を
開
始
し
、
元
和
六
年
以
降
は
徳
川
大
坂
城
修
築
工
事
の
奉
行
も
務
め
た
。

戸
田
氏
鉄
が
美
濃
国
大
垣
へ
所
替
え
を
命
じ
ら
れ
、
替
わ
っ
て
青
山
幸よ

し
な
り成
が
遠
と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
掛
川
か
ら

尼
崎
へ
所
替
え
と
な
っ
た
。

国
学
者
・
契
沖
が
、
尼
崎
藩
士
下
川
元
全
の
子
と
し
て
尼
崎
で
生
ま
れ
た
。

尼
崎
藩
が
朝
鮮
通
信
使
を
兵
庫
津
で
接
待
し
た
（
記
録
上
最
初
の
尼
崎
藩
に
よ
る
通
信
使
接
待
）。
尼

崎
藩
は
こ
の
後
、
最
後
の
通
信
使
江
戸
来
航
と
な
る
宝
暦
度
に
至
る
ま
で
、
通
信
使
の
接
待
を
担

当
し
た
。

大
坂
玉
造
の
鍵
屋
九
郎
兵
衛
ら
が
、
太
布
脇
開
発
（
道ど

い意
新
田
の
開
発
）
を
尼
崎
藩
に
出
願
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
海
岸
部
の
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。

青
山
氏
入
封
後
、
建
設
が
開
始
さ
れ
た
築
地
町
が
完
成
し
た
。

こ
の
頃
、
中な

か
ざ
い
け

在
家
町
戎え
び
すの
浜
の
魚
市
場
に
は
約
千
人
の
商
人
が
集
ま
り
、
京
都
方
面
へ
魚
を
運
ぶ

商
人
も
出
入
り
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

近

世

尼崎市立地域研究史料館所蔵　室木利一郎氏文書
「築地町開発覚書」冒頭部分及び寛文4年（1664）の築地町完成
を記した個所

一
七
〇
三
年
（
元
禄
一
五
）
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り

一
七
一
六
年
（
享
保
元
）
徳
川
吉
宗
将
軍
と
な
る
、
以
後
享
保

の
改
革

一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
浅
間
山
大
噴
火
、
こ
の
前
後
天
明
の

大
飢
饉

一
七
八
七
年
（
天
明
七
）
寛
政
の
改
革
開
始

一
七
一
一
年
（
宝
永
八
）

二
月
一
一
日

一
七
一
六
年
（
享
保
元
）

九
月

一
七
一
六
年
（
享
保
元
）

一
七
二
六
年
（
享
保
一
一
）

七
月
一
九
日

一
七
二
九
年
（
享
保
一
四
）

四
月
一
九
日

一
七
三
二
年
（
享
保
一
七
）

一
七
三
八
年
（
元
文
三
）

七
月

一
七
六
四
年
（
明
和
元
）

一
〇
月
二
〇
日

一
七
六
九
年
（
明
和
六
） 

二
月
一
三
日

一
七
八
一
年
（
天
明
元
）

七
月
四
日

一
七
九
七
年
（
寛
政
九
）

一
〇
月
二
七
日

青
山
幸
侶
が
信
濃
国
飯
山
へ
の
所
替
え
を
命
じ
ら
れ
、
替
わ
っ
て
松
平
忠た

だ
た
か喬
が
遠
と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
掛
川
か

ら
四
万
石
の
大
名
と
し
て
尼
崎
へ
所
替
え
と
な
っ
た
。

久く

く

ち
々
知
広
済
寺
を
再
興
し
た
日
昌
上
人
と
懇
意
で
あ
っ
た
近
松
門
左
衛
門
が
、
同
寺
の
開
山
講
中

に
加
わ
っ
た
。
近
松
は
し
ば
し
ば
久
々
知
を
訪
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
広
済
寺
に
は
近
松
と
妻
の
法

名
を
刻
ん
だ
墓
が
遺の

こ

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
、
尼
崎
城
下
の
町
人
人
口
は
一
万
六
、四
三
九
人
、
家
数
は
一
、六
四
一
軒
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
尼
崎
藩
に
対
し
て
、
武
庫
川
を
は
じ
め
有
馬
・
武
庫
・
川
辺
郡
内
の
河
川
堤
普ふ

し
ん請
を
担
当

す
る
土ど

し
ゃ
ど
め

砂
留
大
名
を
務
め
る
よ
う
命
じ
た
。

中
国
商
人
か
ら
将
軍
徳
川
吉
宗
に
献
上
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
産
の
象
を
連
れ
た
象
行
列
の
一
行
が
、

尼
崎
城
下
西
側
の
別
所
村
に
宿
泊
し
た
。

享
保
の
大
飢
饉
の
こ
の
年
、
尼
崎
藩
領
で
も
稲
に
虫
が
付
く
被
害
が
発
生
し
、
収
穫
量
が
例
年
を

大
幅
に
下
回
っ
た
。

次つ
ぎ
や屋
・
浜
・
水み
ず
ど
う堂
な
ど
旗
本
青
山
幸よ
し
ひ
ろ覃
知
行
所
の
農
民
が
、
御
用
銀
な
ど
の
強
引
な
徴
収
に
抗
議

し
て
、
妻
子
と
も
ど
も
村
か
ら
逃ち

ょ
う
さ
ん散し
た
。

浜
田
と
西
難な

に
わ波
の
村
民
が
、
浜
田
川
の
水
利
を
め
ぐ
っ
て
騒
動
を
お
こ
し
た
。
こ
の
結
果
、
浜
田

の
村
役
人
ら
八
人
が
入
牢
し
、
翌
年
に
か
け
て
多
く
が
牢
死
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

幕
府
は
尼
崎
藩
領
の
う
ち
西
宮
町
・
兵
庫
津
・
灘な

だ
め目
村
々
な
ど
を
直
領
と
し
、
播
磨
国
内
に
替
え

地
を
与
え
る
こ
と
を
申
し
渡
し
た
。

武
庫
川
原
で
尼
崎
藩
の
砲
術
訓
練
が
行
な
わ
れ
、
鉄
砲
と
花
火
の
見
物
に
お
び
た
だ
し
い
群
衆
が

集
ま
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

武
庫
・
川
辺
・
豊て

し
ま島
三
郡
の
村
々
が
、
菜
種
の
自
由
販
売
、
在
々
絞
り
油
屋
の
直
接
小
売
解
禁
を

求
め
て
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
出
た
。
翌
年
に
か
け
て
三
郡
・
近
隣
か
ら
、
同
様
の
出
訴
が
相
次

い
だ
。

浜
田
川
水
論
牢
死
者
墓
碑（
浜
田
町
二
丁
目
）
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〔
尼
崎
の
で
き
ご
と
〕

〔
日
本
の
で
き
ご
と
〕

〔
尼
崎
の
で
き
ご
と
〕

一
八
二
五
年
（
文
政
八
）
異
国
船
打
払
令

一
八
三
三
年
（
天
保
四
）
天
保
の
大
飢
饉
始
ま
る

一
八
三
七
年
（
天
保
八
）
大
塩
平
八
郎
の
乱

一
八
四
一
年
（
天
保
一
二
）
天
保
の
改
革
開
始

一
八
五
三
年
（
嘉
永
六
）
米
ペ
リ
ー
艦
隊
・
露
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

艦
隊
来
航
、
翌
嘉
永
七
・
安
政
元
年
、
幕
府
は

米
英
露
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
和
親
条
約
を
締
結

一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
安
政
の
大
獄
開
始

一
八
六
〇
年
（
安
政
七
）
桜
田
門
外
の
変

一
八
六
四
年
（
元
治
元
）
禁
門
の
変
、
第
一
次
長
州
征
伐

一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
大
政
奉
還

一
八
六
八
年
（
慶
応
四
・
明
治
元
）
戊
辰
戦
争
開
始

伊
能
忠
敬
ら
幕
府
測
量
隊
の
一
行
が
神
崎
か
ら
測
量
を
開
始
し
、
尼
崎
城
下
に
入
っ
た
。

文
化
五
年
に
も
、
神
崎
か
ら
伊
丹
郷
町
に
か
け
て
測
量
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
き
の
ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
が
商
館
長
の
江
戸
参
府
に
随
行
し
、
二
月
と

五
月
に
陸
路
尼
崎
城
下
を
通
過
し
た
。

尼
崎
藩
は
向
こ
う
三
年
間
家
中
の
俸
禄
を
大
幅
に
削
減
す
る
上
げ
米
を
命
じ
た
。
こ
の
後
も
藩
財

政
改
革
に
取
り
組
む
が
、
藩
財
政
の
窮
迫
が
続
い
た
。

幕
府
は
、
播
州
の
尼
崎
藩
領
の
一
部
を
直
領
と
し
、
替
え
地
を
摂
津
に
与
え
る
と
申
し
渡
し
た
。

文
政
一
三
年
か
ら
こ
の
年
に
か
け
て
、
畿
内
近
国
各
所
で
お
か
げ
踊
り
が
流
行
し
た
。
六
月
に
は

尼
崎
城
下
や
村
々
で
も
お
か
げ
踊
り
が
み
ら
れ
た
。

大
坂
守
衛
を
担
当
す
る
尼
崎
藩
は
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
知
ら
せ
を
受
け
て
尼
崎
城
下
の
警
護
を

固
め
る
と
と
も
に
、
武
装
藩
兵
の
部
隊
や
人
足
を
大
坂
に
派
遣
し
た
。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
率
い
る
ロ
シ
ア
艦
が
尼
崎
近
辺
に
停
泊
し
、
月
末
ま
で
湾
口
・
沿
岸
を
測
量
す
る

な
ど
大
阪
湾
内
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
摂
海
防
備
の
問
題
が
浮
上
し
た
。

禁
門
の
変
で
敗
走
し
た
長
州
藩
の
山
本
文
之
助
鑑か

ね
み
つ光
が
尼
崎
で
捕
ま
り
自
決
し
た
。
そ
の
後
、
山

本
文
之
助
の
墓
を
参
詣
し
て
願
を
か
け
る
こ
と
が
流
行
し
、
残
念
さ
ん
信
仰
が
生
ま
れ
た
。

一
八
〇
五
年
（
文
化
二)

一
〇
月
二
日

一
八
二
六
年
（
文
政
九
）

一
八
二
八
年
（
文
政
一
一
）

九
月
三
日

一
〇
月

一
八
三
一
年
（
天
保
二
）

一
八
三
七
年
（
天
保
八
）

二
月
一
九
日

一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
）

九
月
一
八
日

一
八
六
四
年
（
元
治
元)

七
月
二
〇
日

近

世（
続
き
）

残
念
さ
ん
の
墓　
『
小
田
村
勢
』（
小
田
村
、
昭
和
七
年
）
よ
り

〔
日
本
と
世
界
の
で
き
ご
と
〕

一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
版
籍
奉
還

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
廃
藩
置
県

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
自
由
民
権
運
動
始
ま
る

一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
日
清
戦
争
開
戦

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
中
国
、
義
和
団
蜂
起

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
日
露
戦
争
開
戦

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
日
本
、
韓
国
を
併
合

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
中
国
辛
亥
革
命

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦

前
日
（
七
月
一
四
日
）
に
維
新
政
府
が
廃
藩
置
県
を
命
じ
た
結
果
、
桜
井
忠
興
が
こ
の
日
に
尼
崎

藩
知
事
を
免
じ
ら
れ
、
尼
崎
藩
が
尼
崎
県
と
な
っ
た
。

明
治
四
年
一
一
月
に
廃
止
が
決
定
し
た
尼
崎
県
の
兵
庫
県
移
管
が
完
了
し
、
現
市
域
全
域
が
兵
庫

県
管
轄
と
な
っ
た
。
旧
尼
崎
県
士
族
・
卒
は
、
兵
庫
県
貫
属
に
編
入
さ
れ
た
。

学
制
に
よ
る
現
市
域
初
の
学
校
で
あ
る
常つ

ね
ま
つ松
小
学
が
開
校
し
た
。
こ
の
後
尼
崎
町
や
市
域
村
々
に

学
校
が
開
校
し
、
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
向
け
て
徐
々
に
整
理
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。

官
設
鉄
道
の
大
阪
―
神
戸
間
が
、
国
内
二
番
目
の
鉄
道
路
線
と
し
て
開
通
し
た
。
六
月
一
日
に
は

神
崎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
現
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
）
が
開
設
さ
れ
た
。

兵
庫
県
の
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
川
辺
郡
役
所
（
伊
丹
）
と
武
庫
郡
役
所
（
西
宮
）
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
年
、
各
町
村
に
戸
長
役
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
村
制
施
行
に
よ
り
、
尼
崎
町
と
、
小
田
村
・
大お

お
し
ょ
う
庄
村
・
立
花
村
・
武
庫
村
・
園
田
村
の
各
村
が

発
足
し
た
。

辰
巳
町
に
本
社
を
置
く
尼
崎
紡
績
の
創
設
が
認
可
さ
れ
た
。

尼
崎
―
伊
丹
間
の
川
辺
馬
車
鉄
道
が
開
通
し
た
。
の
ち
に
摂
津
鉄
道
、
阪は

ん
か
く鶴
鉄
道
に
路
線
が
継
承

さ
れ
、
明
治
四
〇
年
の
国
有
化
後
、
官
設
鉄
道
福
知
山
線
・
尼
崎
支
線
と
な
っ
た
。

町
会
議
員
ら
が
県
に
尼
崎
へ
の
遊
郭
設
置
を
出
願
し
、
反
対
派
が
『
琴き

ん
よ
う陽
雑
誌
』
誌
上
に
反
対
論

を
展
開
し
た
。
後
年
ま
で
設
置
要
望
が
続
い
た
が
、
設
置
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

大
阪
―
神
戸
間
の
阪
神
電
鉄
本
線
が
開
業
し
た
。
同
社
は
尼
崎
町
に
本
社
を
置
き
、
明
治
三
九
年

五
月
一
日
に
は
記
録
上
尼
崎
初
の
労
働
争
議
で
あ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。

城
内
の
伊
丹
警
察
署
尼
崎
分
署
が
、
尼
崎
警
察
署
に
昇
格
し
た
。

中な
か
ざ
い
け

在
家
町
に
本
社
を
置
く
旭
硝
子
が
創
設
さ
れ
た
。
財
閥
系
企
業
の
尼
崎
初
進
出
で
あ
り
、
臨
海

部
重
化
学
工
業
地
帯
化
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。

阪
神
電
鉄
が
、
城
内
の
尼
崎
発
電
所
（
現
阪
神
電
鉄
尼
崎
倉
庫
）
及
び
御み
か
げ影
発
電
所
の
電
力
を
も
っ

て
、
尼
崎
町
な
ど
沿
線
町
村
へ
の
電
灯
・
電
力
供
給
事
業
を
開
始
し
た
。

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）

七
月
一
五
日

一
八
七
二
年
（
明
治
五
）

二
月
一
〇
日

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）

二
月
二
〇
日

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）

五
月
一
一
日

一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）

一
月
八
日

一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）

四
月
一
日

六
月
一
九
日

一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）

一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）

一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）

四
月
一
二
日

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九)

一
〇
月
一
日

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）

九
月
八
日

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）

一
〇
月
五
日

近

代（
市
制
施
行
以
前
）

旭硝子絵はがき　大正3年頃撮影
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